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Attribution–Share Alike 3.0 Unported license ("CC-BY-SA"). An explanation of CC-BY-SA is
available at
http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
. In accordance with CC-BY-SA, if you distribute this document or an adaptation of it, you must
provide the URL for the original version.

Red Hat, as the licensor of this document, waives the right to enforce, and agrees not to assert,
Section 4d of CC-BY-SA to the fullest extent permitted by applicable law.

Red Hat, Red Hat Enterprise Linux, the Shadowman logo, the Red Hat logo, JBoss, OpenShift,
Fedora, the Infinity logo, and RHCE are trademarks of Red Hat, Inc., registered in the United States
and other countries.

Linux ® is the registered trademark of Linus Torvalds in the United States and other countries.

Java ® is a registered trademark of Oracle and/or its affiliates.

XFS ® is a trademark of Silicon Graphics International Corp. or its subsidiaries in the United States
and/or other countries.

MySQL ® is a registered trademark of MySQL AB in the United States, the European Union and
other countries.

Node.js ® is an official trademark of Joyent. Red Hat is not formally related to or endorsed by the
official Joyent Node.js open source or commercial project.

The OpenStack ® Word Mark and OpenStack logo are either registered trademarks/service marks
or trademarks/service marks of the OpenStack Foundation, in the United States and other
countries and are used with the OpenStack Foundation's permission. We are not affiliated with,
endorsed or sponsored by the OpenStack Foundation, or the OpenStack community.

All other trademarks are the property of their respective owners.

概要

このドキュメントでは、Red Hat Enterprise Linux for SAP Solutions と Red Hat Enterprise Linux for
SAP with High Availability and Update Services の相違点を説明します。
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パート I. 多様性を受け入れるオープンソースの強化
Red Hat では、コード、ドキュメントにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まず
は、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4
つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで
段階的に用語の置き換えを実施して参ります。多様性を受け入れる用語に変更する取り組みの詳細は、
Red Hat の CTO、Chris Wright のメッセージ  を参照してください。

パート I. 多様性を受け入れるオープンソースの強化
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第1章 RHEL FOR SAP SOLUTIONS と RHEL FOR SAP WITH
HIGH AVAILABILITY AND UPDATE SERVICES の相違点

RHEL for SAP with High Availability and Update Services (RHEL for SAP with HA and US)は、
Partner Marketplace で利用可能なオンデマンド製品です。

RHEL for SAP with HA and US には、以下のコンポーネントが含まれます。

S/4HANA、SAP HANA、および SAP ビジネスアプリケーションをサポートする SAP 固有の技
術コンポーネント

S/4HANA、SAP HANA、および SAP ビジネスアプリケーション向けの High Availability ソ
リューション

Update Services for SAP Solutions。一般提供の開始日 (GA 日) から 4 年間の指定マイナーリ
リースのサポートを提供します。

Update Services for SAP Solutions のないバージョンの延長更新サポート (EUS)。EUS は、一
般提供 (GA) の開始日から 2 年間、特定マイナーリリースのサポートを提供します。

SAP Solutions は、Red Hat、Red Hat チャネルパートナーから直接購入し、Red Hat Cloud Access を
使用して現在のサブスクリプションを登録する Red Hat の SAP 製品です。

RHEL for SAP Solutions は、以下のコンポーネントを提供します。

S/4HANA、SAP HANA、および SAP ビジネスアプリケーションをサポートする SAP 固有の技
術コンポーネント

S/4HANA、SAP HANA、および SAP ビジネスアプリケーション向けの High Availability ソ
リューション

Update Services for SAP Solutions。一般提供の開始日 (GA 日) から 4 年間の指定マイナーリ
リースのサポートを提供します。

Update Services for SAP Solutions のないバージョンの延長更新サポート (EUS)。EUS は、一
般提供 (GA) の開始日から 2 年間、特定マイナーリリースのサポートを提供します。

ライフサイクル管理用の Smart Management

プロアクティブな最適化のための Red Hat Insights

 RHEL for SAP with HA and US
(Marketplace)

RHEL for SAP Solutions (Cloud
Access)

S/4HANA、SAP HANA、および
SAP ビジネスアプリケーションに
対応

X X

高可用性 X X

Update Services X X

延長更新サポート (EUS) X X
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Smart Management  X

Red Hat Insights  X

 RHEL for SAP with HA and US
(Marketplace)

RHEL for SAP Solutions (Cloud
Access)

1.1. RHEL FOR SAP SOLUTIONS または RHEL WITH HIGH AVAILABILITY
AND UPDATE SERVICES を使用する必要があるユーザー

Partner Marketplace から購入を希望するお客様は、RHEL for SAP with High Availability and
Update Services を購入する必要があります。

BYOS を使用するか、Red Hat または Red Hat チャンネルパートナーから直接購入したいお客
様は、RHEL for SAP Solutions を購入できます。RHEL for SAP Solutions は、現時点では Red
Hat Cloud Access でのみ使用できます。

Smart Management および Insights が必要なお客様は、Cloud Access で RHEL for SAP
Solutions を購入する必要があります。

第1章 RHEL FOR SAP SOLUTIONS と RHEL FOR SAP WITH HIGH AVAILABILITY AND UPDATE SERVICES の相違点
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第2章 パートナーマーケットプレイス

2.1. パートナーマーケットプレイスで利用できる RED HAT SAP オファリン
グはどれですか ?

Red Hat Enterprise Linux for SAP with HA and Update Services

RHEL 7.4、7.5、7.6、7.7 および 8.1、8.2、8.4 リリースをベースとする

E4S は、RHEL 7.4、7.6、7.7、および RHEL 8.1、8.2、8.4 リリースでのみ利用できます。

以下の表は、Partner Marketplace および Red Hat Cloud Access からのオファリングをまとめたもので
す。

Red Hat Enterprise Linux バー
ジョン

RHEL for SAP with High
Availability & Update Services
(Marketplace)

SAP Solutions (Cloud Access)

6.7   

6.10  X

7.2  EUS が 11/30/19 を終了しました

7.3  EUS が 11/30/20 終了

7.4 X EUS が終了 8/31/21

7.5 X X

7.6 X E4S は 8/31/22 を終了します。

7.7 X E4S は 8/31/23 を終了します。

8.1 X E4S は 11/30/23 を終了します。

8.2 X E4S ends 04/30/24

8.4 X E4S ends 5/30/2025

注記

RHEL 7.9 は RHEL 7 の最終リリースであり、メンテナーンスはメンテナーンスサポート
2 フェーズポリシーによって定義されます。詳細は、RHEL ライフサイクルを参照してく
ださい。
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2.2. E4S と EUS の相違点

Update Services for SAP Solutions (E4S)は、一般提供の開始日から 4 年間、指定されたマイナーリ
リースのサポートを提供します。延長更新サポート(EUS)は、E4S を持たないリリースバージョン用で
す。EUS は、一般提供(GA)の開始日から 2 年間、特定のマイナーリリースのサポートを提供します。

RHEL for SAP with HA and US (7.4)は、4 年間のサポートである E4S で提供される最初のソリューショ
ンです。E4S は、RHEL For SAP with HA and US と RHEL for SAP Solutions の両方で利用できます。
EUS アドオンおよび Update Services for SAP Solutions を使用すると、新しいハードウェアの有効化な
ど、Red Hat Enterprise Linux の新機能を利用するタイミングをお客様が柔軟に決めることができま
す。詳細は、Red Hat Enterprise Linux Life Cycle を参照してください。

2.3. 2018 年 12 月に終了した既存のマーケットプレイス HANA SKU のお客
様はどうすればよいでしょうか ?

お客様は、RHEL for SAP with HA and Update Services に移行する必要があります。

2.4. クラウドアクセスを介して消費される既存の RHEL FOR SAP HANA サ
ブスクリプションのお客様はどうすればよいでしょうか ?

Red Hat Cloud Access を通じて既存の RHEL for SAP HANA サブスクリプションがあり、パートナーイ
ンフラストラクチャーで使用されているお客様は、認定インスタンスで RHEL for SAP Solutions に移行
する必要があります。

第2章 パートナーマーケットプレイス
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第3章 RED HAT CLOUD ACCESS
Red Hat Cloud Access プログラムを使用すると、お客様は Red Hat サブスクリプションを物理システ
ムまたはオンプレミスシステムから、Red Hat のフルサポート付きの特定の認定クラウドプロバイダー
に移行することができます。

3.1. CLOUD ACCESS プログラムで利用できる SAP 向け RED HAT オファ
リングはどれですか ?

Red Hat Enterprise Linux for SAP Solutions

3.2. お客様が CLOUD ACCESS プログラムを使用する方法

Cloud Access プログラムの詳細は、Cloud Access の概要を参照してください。

追加情報

SAP for SAP HANA によって認定されているマーケットプレイスオファリング（インスタンス
タイプ） は、SAP HANA Certified and Supported Hardware Directory  を参照し、SAP HANA
ワークロードの SAP 認定インスタンスタイプのリストを検索します。

高可用性をサポートする RHEL のバージョン

パートナーマーケットプレイス 高可用性

Alibaba Marketplace RHEL 7.4 （以降）、RHEL 8.1 （およびそれ以
降）

AWS Marketplace RHEL 7.4 （以降）、RHEL 8.1 （およびそれ以
降）

Azure Marketplace RHEL 7.4 （以降）、RHEL 8.1 （およびそれ以
降）

Google Marketplace RHEL 7.4 （以降）、RHEL 8.1 （およびそれ以
降）

クラウドプロバイダーでの SAP オファリングの詳細は、以下の Red Hat ナレッジベースアー
ティクルを参照してください。

Amazon Web Services

Microsoft Azure
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